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もうすぐ３月となりますが、今年の春はもう少し遅いようで、学校の駐車場の雪山もなか

なか低くなりません。また、コロナウィルスの感染について

は、まだ先が見えず、保護者の皆様も本当に心配されてい

ることと思います。学校では、対策を継続し、子どもた

ちに対しても、緩んでしまわないように時折注意喚起を

行っています。教育活動については、対策を徹底した上

で、できる限り行っていく方向で進めております。今後

とも、どうぞご理解・ご協力をいただきますよう、お願い

いたします。 

さて、いよいよ、6 年生がこの山中小学校で過ごすのもあとわ

ずかとなりました。今、学校では 3 月２日に行われる「6 年生を

送る会」を思い出に残るものにしようと、準備や練習に励んでい

ます。6 年生への感謝と卒業をお祝いする気持ちを込め、一生懸命に取り組む姿に子どもた

ちの成長が感じられます。卒業する 6 年生に楽しんでもらおうというみんなの思いがつまっ

た素敵な会になりそうです。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

かけあしとび 前あやとび 前二重とび 前二重とび 前二重とび 前二重とび 

１ 眞柄 稀意 392 石川侑太郎 158 松原 滉祈 172 河田 光梨 125 山田 逢月 170 佐野 朱香 295 

２ 川根 稔大 307 澤田 倫椛 76 菅野 由茉 129 梶井 健伍 117 畦地 吉花 154 宮本 柚月 197 

３ 勝木 彩晴 191 小出仙美心 59 細野 心咲 110 田中 梨月 92 西村 心晶 137 田中 芙樹 138 

４ 今堀那絃朱 187 佐々木唯乃 48 川根 和 103 多賀 渚紗 91 掛川 柊 107 潮津 明依 121 

５ 山田夏乃音 174 山崎 紡季 42 山本 花菜 98 石川昂太郎 86 我戸 美玲 95 河田心奈美 114 

６ 西 莞那 159 河田 律香 41 山田汐璃菜 90 山田 笑瑚 86 木下 珀人 90 田中 琳晴 100 

 

 

２月１５日（火）に校内のなわとび大会を行いました。これまで長 

休みのなわとびタイムや、縦割り活動の中で練習してきました。それ 

以外の時間にも、廊下で「校長先生、見て！」「数えて！」と、楽しく 

練習する姿が見られ、大会に向けて張り切っていました。 

大会当日は、２部形式（1,２,6 年生と３,４,5 年生）で行いました。記録を伸ばそうと苦しさを我慢

してとび続けた子どもたちには大きな拍手が送られました。大縄の８の字とびでは、クラス全員が一

致団結して記録に臨む姿が本当に素晴らしく、感動で目頭が熱くなるほどでした。 

 なわとび大会 目標目指してがんばりました！ 

2 月 22 日、5 年生が雪山体験

教室で、クロスカントリーとソリ

すべりを満喫してきました。 



 

 

「ふるさと 再発見！」 ～山中の町を大切に思う心を育む～ 

６年生は、これまでも紹介してきましたが、総合的な学習の中で、

山中の町や山中温泉について調べ、それを全校の児童や、小松市内

の小学校に発信してきました。２月 17 日は、羽咋郡の志賀町立志

賀小学校と zoom を使った交流を行いました。お互いに、それぞれ

の学校や町のことを紹介し合いました。今後も、学習の総まとめを

行う予定です。 

また、4年生は山中漆器について学習したり体験したりする機会が

ありました。山中漆器センターを見学させていただき、学校では、本

物の山中漆器を使ってのクイズや映像等でいろいろ教えていただき、

これまで知っていそうで知らなかった伝統工芸について勉強するこ

とができました。3 月には、6 年生が職人の方に教えていただき、自

分のデザインを漆器に絵付けする蒔絵体験をします。 

こうした学習や体験が、子どもたちが自分たちの町を誇りに思い大

切にする心を育んでいく機会になることと思います。ご協力いただきまして、本当にありがとうござ 

いました。 

ネット（ゲーム）と上手につきあっていますか？ 

2 月 10 日(木)に、小松教育事務所より小梁指導主事に来ていた 

だき、6 年生で「非行被害防止講座」を開催しました。 

「ネット依存」「ゲーム依存」という言葉が珍しくなくなってきま 

したが、どんどん低年齢化し今では小学校でも危惧されています。 

実際、本校でも、ネットやゲームの時間が長かったり、時間等のルールを、守れなかったり決めら

れていなかったりする児童がいます。お話の中で、下記の項目について自己診断する場面があった

のですが、ゲーム（ネット）依存予備群にあたるとされる、３つ以上当てはまる子もかなりいまし

た。また、脳に与える影響について考える場面では、実際の事例を聞き驚く様子も見られました。 

ネット・ゲーム依存を防ぐには、家庭でのルールを持つことが大切です。ぜひ、改めて子ども 

たちの実態を把握し、深刻な状況になったり、トラブルに巻き込まれたりしないよう、今一度ゲー

ムやネットの使い方について親子で考えていただけたらと思います。 

 

 
ネット・ゲーム依存度チェック ～あなたはいくつ当てはまりますか？～ 

①あなたはネット・ゲームに夢中ですか？ 

②もっと長くネット・ゲームをしたいですか？ 

③ネット・ゲームの利用をへらしたりやめようとしたりして失敗したことがありますか？ 

④利用をやめようとして、落ち着かなくなったり、落ち込んだりしますか？ 

⑤始めたときの予定より、長い時間ネットやゲームをしてしまいますか？ 

⑥ネットが原因で、大切な人間関係をこわしたことがありますか？ 

⑦家族や先生に、ネットやゲームの利用についてうそをついたことがありますか？ 

⑧現実問題から逃げたり、モヤモヤした気持ちを和らげたりするために、ネットやゲームを利

用していますか？ 

 


